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内容を聞き取って共感したり自分との相違点に気付いたりすることができるため、双方に
話したい、聞きたいという必然性を生み、意欲的に活動に取り組む事ができた。
また、グループに分かれて児童達同士でスモ
ールトークを行った。本単元で学習する過去形
を使って、『昨日したこと』について話し合っ
た。この話し合いの中で、児童達が英語を使っ
てコミュニケーションを取ることの意義を感じ
た。それは，伝えたいことがたくさんあるが、
語彙が少なく、全てを伝えることができないた
めに様々な工夫を凝らして話し合おうとする姿
である。既習の表現を用いて会話をしていく中で、伝えられない表現と出合うとこれまで
の既習と結び付けたり、ジェスチャーや表情で表したり絵を描いたり、単語を羅列したり
するなどしてなんとか相手に伝えようと努力をした。その姿を見ているからこそ聞き手も
話したい内容を推測し、一緒に考えて話し合いを続けようと努力する。こういった話し合
いの姿は、メインアクティビティよりもスモールトークのような自由度の高い学習の方が
より多く見られ、そこに学習を深めようとする児童の学びの姿勢を育てていくことができ
るのではないかと感じた。
しかし、児童達の思考を深めさせるための手立てに反省すべき点があった。それは、児
童達が学習に取り組む際に提示する教師のモデルについてである。今回、ワークシートへ
の書き写しの際のモデル文を教師が提示したが、５文書くワークシートに全ての文を記入
して提示した。その効果として全員が自分の思いを持って書くことができた。その反面、
児童達がどのような文を書くのか思考したり、既習の他の表現を思考したりする機会を作
ることができなくしてしまった。またそれは評価をする際にも必要な事であったのではな
いかと思う。単元を計画するにあたり、より単元最終の児童の姿を想像し、その目標に向
かった授業構成と評価の基準を明確にし、単元を練っていかなくては児童達のよりよい成
長につながらないものであると痛感している。
今回の実践では、多くの成果と課題が出た。これからも今回の成果と反省を踏まえ、実
践を積み重ねていきたい。また、児童達の聞く力や思いを伝え合う力が日常生活に生かし
ていけるようにするためにはどのような単元構
成をするのか、教材・教具は何が必要かなどと
言ったことを考えていく、教師の力量も高めて
いかなくてはならない。このような経験を積み
重ねていくことが児童達の相手の話を聞くこと
や思いを伝えることの大切さの実感に繋がって
いく。その児童達の姿に向け、さらなる実践を
重ねていきたいと思う。
おわりに 
コロナ禍において、本年度は各学校において入学式、運動会等が簡素化を余儀なくさ
れ、共同研究校である東山東小学校が予定していた和歌山市教科等別研修会での外国語活
動・外国語科の研究発表も中止となった。しかし、東山東小学校の山下真二校長先生はじ
め諸先生方の熱意と努力で３・４・５・６年の、「コミュニケーション能力を高める小学
校外国語活動・外国語科」の授業研究と協議を実施することができた。また、泉大津市楠
小学校の炭本直子先生にもご参加いただき、実践交流ができたことも大きな成果である。
今後も引き続き学校教育現場との連携深めながら、コロナ禍でも豊かな学びを実践でき
るコミュニケーション能力を高める小学校外国語教育の新しい学習様式のモデルとして、
本研究をさらに発展させていきたい。
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